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し せい じょう ほう
■問い合わせ先／地域活動支援室  ☎88・2801

　地域力向上に向けて、地域のさまざまな課題を解決する活動拠点として、また住民同士の交流の場として西陵地域
交流センターがオープンします。
　センターでは、これまでの旧・西陵公民館が担ってきた生涯学習などの機能に加え、ヨガ・料理・書道教室の開催や手
作り小物・野菜などの物品販売もできます。また、予約なしでいつでも集まれる談笑スペースもあり、いつでも気軽に
住民の皆さんが利用できる施設になっています。施設の運営は、地域力向上に取り組む「西陵地域力推進会議」の皆さ
んが行います。

西陵地域交流センターが
10月3日（日）にオープンします

せ い りょう ち い き こ う りゅう
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西陵地域交流センター
（愛称：ふれあいかん）
☎48・5984
開館時間 午前9時～午後9時

休 館 日 祝日・年末年始

愛称
ふれあいかん

オープニングイベント
１０月３日（日）
●午前9時30分～オープニング
　　　　　　　　セレモニー
●午前10時～オープニングイベント

西陵地域力推進会議議長　川 瀬　秀 之 さん
　地域力向上を目指し約３年前から検討に入り、念願であった拠点施設が、皆さまのご尽力のお
かげで完成の運びとなりました。
　瀬戸市で初めての地域交流センターの管理を住民で行っていく責任の重大さを身にしみて感
じるとともに、少子高齢化が進み、ふれあいの少なくなったまちで、隣人の命さえ無関心になって
しまったニュースを見ると、地域力は今後もますます重要になると感じています。
　「西陵地域交流センター」は地域の皆さまのふれあいの場所として利用していただくために、会
議室も増え、土曜・日曜も開放し、いつでも誰でも気軽に入れる談話室もできました。この拠点施

設に集い、哀しいことも、楽しいこともお互い語りあい、住民が力を合わせて安全で安心できるまちを構築していくことが、ま
さに地域力だと信じ、今後も推進していきたいと思っています。

西陵地域交流センター長　岡 田　孝 臣 さん
　この度、長らく西陵連区の皆さまにご利用していただきました西陵公民館が、１０月3日より「西
陵地域交流センター」として新しく出発することになりました。今後は、西陵連区住民のために、連
合自治会をはじめとする各種団体の協力のもと、瀬戸市で初めての地域交流センターの管理運営
に努めていく所存でございます。連区の皆さまには公民館同様に今後ともご支援ご協力をよろし
くお願いいたします。

　数え年で100歳になられる梅
村よし江さんのご自宅を、市長が
訪問し、「おめでとうございます。」
と長寿をお祝いしました。
　梅村さんは、70歳すぎまで食
器の絵付けや転写の仕事をされ
ていた方で、「4人の子どもを産み
ました。」と話された笑顔の印象
的な方でした。家族の方からは、
「階段や坂などをのぼることが多
かったので足がきたえられていま
す。」と長寿の秘訣を聞くことがで
きました。
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 T o w n  T o p i c s  　 街かどスナップ

9 /8【水】

街かどスナップ

街のホットな話題を
お届けします。

敬老訪問

農村生活アドバイザーと市長の意見交換会

瀬戸旭看護専門学校
救急講演会

9 /2【木】

　救急医療週間の行事の1つとして、瀬戸旭看護専門学校で救急講
演会が実施され、多くの看護学生や教員が救急隊の活動について学
びました。
　救急資機材の体験コーナーで、階段を避難するための器具「イー
バックチェア」を体験した学生からは「階段を降りるのに特化していて
使いやすかった。」「力がそんなにいらなかった。」などの感想が聞か
れました。

　農村女性の社会参画を進めるために活動している農村生活アドバイザーの方と市長との意見交換会が瀬戸蔵で開催され
ました。
　アドバイザーの方からは、イノシシなどの鳥獣被害防止対策などについて意見が出されました。市長は「来年3月にオープ
ンする道の駅瀬戸しなのは、食をテーマにしているので、農村生活アドバイザーの皆さんのお力をお貸しください。」と語りか
けました。
　意見交換会の後、アドバイザーの方が生産されたイチジクやプリンなどを全員で試食しました。

8 /24【火】


